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会議要旨
	別紙次第により、第１回の障害者差別解消支援地域協議会を開催した。
１　開会（進行：事務局）

２　福祉事務所長あいさつ
・障害者差別解消法も平成28年４月に施行となり、今年の４月で４年。より多くの人から知ってもらうよう取組んでいる。

・しかし、市民の障害者差別に対する理解は進んでいるとは言えない状況。委員の皆さまから、いろいろな分野、いろいろな目線で障害者の差別をなくすためのご意見をお聞きしていきたい。
３　報告・協議事項

（１）差別通報の状況について
（事務局）市への通報件数としては０件。添付した資料は、新潟県で取りまとめられたものである。
　　　　　資料をご覧いただき、不当な差別・合理的配慮など皆さんのまわりでもこのような声が聞かれるようなことがあれば、市などへお話しいただきたい。

（委員）
　・市内の通報は０件となっているが障害者団体の方々とお話をしたりすると、ちょっと困ったことなどは聞かれる。そういうことを寄せて欲しい。後から話も出ると思うが、そのとっかかりがアンケートでもあると思うので、皆さんが感じたことをぜひ意見として寄せて欲しい。
（２）今年度の取組について
　・資料を基に、本協議会の役割についての再確認と、今年度障害者団体と行った勉強会について報

　　告。
（３）今後の取組について
　・資料を基に、今後の取組みについて説明。障害者差別に関するアンケート調査を実施していきたい。アンケートの内容については、添付の案のように生活の中で様々な場面ごとに考えてもらったらどうかと思っている。

（４）意見交換

（委員）

　・別紙配付の「新潟県で弁護士に相談したいとき」をもとに、弁護士相談について説明。
　・弁護士相談は無料で受けられる部分も多くあるので活用してほしい、勉強会では市役所だと言いづらいなどの声もあったが、そんな時には弁護士相談を使うなど活用してほしい。

（委員）

　・人権擁護委員は市内に13人の委員がいて、事務局は法務局。相談会も行っている。
　・現在、個人で週に半日、青空工房でボランティアを行っている。施設が新しくなって場所も変わったが、地域の方との交流は少ないと感じている。もっと交流できると良いと思う。

（委員）

　・バスのダイヤが変わって、不便だと感じるところがある。高齢者や障害者にもやさしいバス路線になって欲しいと思う。

（委員）

　・街中の歩いていけるスーパーが撤退し、歩いてしか行けない人にとっては大変。

（委員）

　・法人内でも苦情についての報告会がある。実際に苦情があった場合には、内容によっては差別の通報等にもつながってくるかもしれない。
（委員）

　・先ほどの川辺委員の話から、離職理由で差別的なものがあるなどの場合は、弁護士の方へ伝えていくと良いと思いながら聞いた。障害のある方は、車の運転ができない方も多く、仕事が限られてくることもある。

（委員）

　・就職の際、面接の場面などで差別的な発言がなかったかなど調査がある。

　・学校ではいじめ対策にも取り組んでおり、人権教室の開催なども通していじめのない学校生活を送っている。

（委員）
　・障害者のグループホームが新しくできている話なども聞いて、よくなっていると感じた。みんながいて良い、いろいろな人がいて、この社会なんだということを、誰もがわかる内容で広報してほしい。
（委員）

　・社会福祉協議会では、心配ごと相談や法律相談などの相談会を行っているので、ご利用いただきたい。

（委員）

　・ひすいの里の分校が糸魚川小の中にできる時にも、いろいろな意見があったのを聞いている。皆さんの働きかけがあって、今、糸魚川の子どもたちは糸魚川で学校に通えるようになっている。

　・バスの運転手さんの中には、障害者に対して配慮してくれる人もある。安心して利用できることにつながる。

４　その他
・特になし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


